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資料７



交通・まちづくり部会の所管事項

〇 国土交通省の所管に属する事項
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【参考：その他の部会の所管事項】

□ 総務・財政部会
総務省、財務省、内閣府及び厚生労働省（新型コロナウイルス感染症対策、こども施策
を除く。）の所管に属する事項並びに他の部会の所管に属しない事項

□ こども・教育・文化部会
厚生労働省（こども施策）、こども家庭庁設置法案におけるこども家庭庁及び文部科学
省の所管に属する事項

□エネルギー・環境（SDGs）部会
経済産業省、農林水産省及び環境省の所管に属する事項



部会の運営方法について

・ 検討テーマに応じて時期、期間を設定し、調査・検討

・ 必要に応じて、適宜、国への要請や提言活動を実施
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令和４年度 令和５年度

第１回
（５月）

第２回
（７月）

第３回
（１1月）

第４回
（春）

第５回
（夏）

第６回
（秋）

検討テーマ

国への要請・提言

（例）

１

２

１´ ２´



検討テーマ（新潟市提案）
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公共交通分野における新技術の導入について

○ 政府の2050年カーボンニュートラル目標やSDGsの2030年目標等の

達成に向けて、路線バスなどの公共交通分野においてもEV・FCVへの

転換やAI活用型オンデマンドサービスなどの新技術の導入について

取り組むことが必要。

○ こうした中、新型コロナウイルス感染症の影響等により、路線の維

持すら困難な状況。

○ 上記を踏まえ、アフターコロナを見据えた公共交通分野における新

技術の導入のあり方を検討。



検討テーマ（神戸市提案）

5

地域公共交通の維持・確保に向けた国・県・指定都市の役割分担

○ 地域公共交通の維持・確保について、指定都市では、国の支援事

業も活用しつつも、運行区域が市域内であるものは、主体性をもって

対応。

○ 近年の地域公共交通を取り巻く厳しい事業環境の中、国は令和2年

11月に改正施行された活性化再生法において、地域に最適な旅客運

送サービスの継続のため、行政関与を強め、需要規模に応じた最適

な運行形態により輸送サービスを継続するといった考え方を提示。

○ こうした考え方に基づき地域公共交通を維持・確保していくために、

指定都市は今まで以上に大きな役割を担うことになることから、取組を

進めていくための財政負担等を含めた役割分担の在り方について検

討。



検討テーマ（熊本市提案）

6

公共交通と道路が連携した取組の推進について

○ 現況は、公共交通の利用者数の減少により、交通事業者の経営状

況の悪化・サービス水準の低下、更なる利用者の減少を招く負のスパ

イラルに陥っており、また、新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ

り更に悪化。

○ 一方で、自動車分担率が増加しており、「自家用車から公共交通へ

の転換」や「慢性的な渋滞解消」が都市交通における大きな課題。

○ 上記課題への対応には、公共交通施策と道路施策が一体となった

対策が必要であるため、具体的な取組における支障事例や課題を整

理し、新たな国の支援や技術基準等に関する特例措置の要望等につ

いて検討。



検討テーマ（広島市提案）
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公共交通の活用による地域活性化について

○ 人口減少下で地域の活性化を図るためには、持続可能な公共交通

が不可欠であり、公共交通事業者との緊密な連携の下での事業運営

が行えるような新たな公共交通体系の構築が必要。

○ 現行の事業者間の競争原理は、人口減少やそれに伴う利用需要の

減少の影響を直接的に被る地域において、個別の事業者救済が有効

に機能せず、公共交通そのものを消滅させる原因となっている状況。

○ このため、競争原理に基づく新たな事業者参入ではなく、既存の事

業者による協調体制の構築と、その実現に向けた国・地方自治体によ

る支援の枠組みの構築などについて検討。



検討テーマ案
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検討テーマ１ 持続可能な新たな公共交通システムの構築

・ 各市からの提案にある課題認識を踏まえ、以下のとおり設定してはどうか。

＜論点＞

① 公共交通施策と道路施策が一体となった対策のための技術基準

等に関する特例措置や財源の在り方（熊本市）

② 既存の公共交通事業者による協調体制の構築と、その実現に向

けた国・地方自治体による支援の枠組みの構築など（広島市）

③ 公共交通の維持・確保に向けた国・県・指定都市の役割分担と財

政負担等の在り方（神戸市）

＜論点＞

① アフターコロナを見据えた公共交通分野における新技術の導入の

あり方（新潟市）

検討テーマ２ 公共交通分野における新技術の導入について



検討スケジュール
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令和４年５月

第１回部会

・ 検討テーマの設定

７月

第２回部会

テーマ１ ・ 現状・課題の確認

・ 新たな公共交通システムの在り方について意見交換

１１月

第３回部会

〃 ・ 論点について具体的に検討

・ 要請・提言の方向性について検討

令和５年春

第４回部会

〃 ・ 要請・提言文案の確定

テーマ２ ・ 現状・課題の確認

・ 公共交通分野の新技術導入の在り方について意見交換

夏

第５回部会

〃 ・ 論点について具体的に検討

・ 要請・提言の方向性について検討

秋

第６回部会

〃 ・ 要請・提言文案の確定


